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自衛隊記念日観閲式研修

記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
３
年
に
一
度
行
わ
れ
る
陸
上
自

本
イ
ベ
ン
ト
は
、
自
衛
隊
の
創
設
を
記
念
し
、
自
衛
隊

て
自
衛
隊
記
念
日
観
閲
式
研
修
に
参
加
し
た
。

衛
隊
の
観
閲
式
典
で
あ
る
。

当
日
、
朝
霞
訓
練
場
に
あ
る
式
典
会
場
に
着
く
と
、
徒

歩
部
隊
を
は
じ
め
、
陸
上
自
衛
隊
が
所
有
す
る
様
々
な
種

類
の
車
両
や
戦
車
な
ど
が
一
糸
乱
れ
ず
整
然
と
並
ん
で
い

た
。
観
閲
行
進
が
始
ま
る
と
、
自
衛
隊
員
た
ち
が
ア
ナ
ウ

ン
ス
に
よ
る
部
隊
紹
介
と
と
も
に
行
進
す
る
姿
を
見
る
こ

っ
こ
い
い
、
凄
い
と
い
っ
た
身
体
の
中
か
ら
湧
き
出
る
よ

う
な
感
情
が
得
ら
れ
た
。
自
衛
隊
の
最
高
指
揮
官
で
あ
る

内
閣
総
理
大
臣
の
訓
示
も
と
て
も
印
象
深
く
「
か
け
が
え

の
な
い
平
和
の
守
り
神
と
し
て
、
崇
高
な
任
務
を
高
い
使

命
感
と
責
任
感
で
全
う
す
る
彼
ら
は
日
本
国
民
の
誇
り
で

す
」
と
の
言
葉
に
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
国
際
情
勢
に

お
い
て
も
自
衛
隊
な
ら
絶
対
に
対
応
で
き
る
と
思
っ
た
。

ま
た
驚
い
た
こ
と
に
、
観
閲
式
は
自
衛
隊
だ
け
で
行
う
も

隊
と
し
て
観
閲
式
に
参
加
し
て
お
り
、
今
後
日
米
間
に
お

米
海
兵
隊
の
普
天
間
基
地
所
属
の
オ
ス
プ
レ
イ
が
祝
賀
部

の
と
思
っ
て
い
た
が
、
米
陸
軍
の
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
旅
団
や

い
て
よ
り
密
接
に
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
と

の
思
い
を
抱
い
た
。

と
が
で
き
た
。
隊
員
が
溌
剌
と
行
進
す
る
姿
を
観
て
、
か

藤沢防衛協力会遠藤支部の部隊研修を支援
隊
駒
門
駐
屯
地
（
静
岡
県
御
殿
場
市
）

１
０
月
１
８
日
（
火
）、
陸
上
自
衛

１
０
月
２
３
日
（
日
）、
カ
レ
ッ
ジ
防
衛
モ
ニ
タ
ー
と
し

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
藤
沢
募
集

案
内
所
（
所
長 

嶌
津
准
陸
尉)

は
、

に
お
い
て
、
藤
沢
防
衛
協
会
遠
藤
支

部
の
部
隊
研
修
を
支
援
し
た
。

同
支
部
は
、
藤
沢
市
遠
藤
地
区
を

中
心
と
し
た
自
衛
隊
の
活
動
へ
の
支

援
や
協
力
を
目
的
に
、
募
集
相
談
員

を
は
じ
め
、
地
域
に
在
住
す
る
自
営

当
日
は
、
駒
門
駐
屯
地
の
概
要
ブ

リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
受
け
た
後
、
国
際

活
動
協
力
隊
資
料
室
や
、
第
１
高
射

特
科
大
隊
が
保
有
す
る
装
備
品
な
ど

の
研
修
を
行
っ
た
。
研
修
間
、
参
加

者
か
ら
は
部
隊
の
活
動
や
歴
史
に
関

し
積
極
的
な
質
問
が
な
さ
れ
、
度
々

垣
間
見
え
る
会
員
の
方
々
の
自
衛
隊

に
関
す
る
知
識
に
は
説
明
す
る
隊
員

も
驚
い
た
様
子
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

る
様
子
で
あ
っ
た
。

真
摯
な
姿
に
頼
も
し
さ
を
感
じ
て
い

修
で
は
、
装
備
品
の
能
力
や
隊
員
の

８
１
式
短
距
離
地
対
空
誘
導
弾
の
研

藤
沢
募
集
案
内
所
は
、「
今
後
も
、

地
域
の
協
力
団
体
等
と
連
携
し
、
地

業
や
会
社
員
等
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

域
に
お
け
る
防
衛
基
盤
の
拡
充
を
図

っ
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。
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